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【改訂】第 1 版（2009-02-06）
【科目】[ 信号処理 ]

【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】選択　【学期・単位数】後期・1 単位
【対象学科・専攻】電子情報工学科・4 年次
【担当教員】

石田 等

【授業目標・教育方針】
アナログ信号処理に較べ格段に優れた特徴を持つディジタル信号処理の技術を学ぶ。まず，信号処理の簡単な例を通
して，離散時間信号の特徴を理解する。次に，それを記述する数学的表現を学習する。周波数解析としての離散フー
リエ変換の原理，ディジタル信号処理発展の中核に位置する高速フーリエ変換について学ぶ。最後に，線形システム
とインパルス応答，ディジタルフィルタの理論と例について学ぶ。

【授業概要】
・標本化，量子化，標本化定理を理解する。
・信号波形とそのスペクトルの関係を理解する。
・離散フーリエ変換（ＤＦＴ）の特徴を理解する。
・高速フーリエ変換（ＦＦＴ）の原理を理解する。
・線形システムとインパルス応答を理解する。
・ディジタルフィルタを理解する。

【教科書・教材・参考書 等】
参考書
・「Scilab で学ぶディジタル信号処理」三谷政昭，ＣＱ出版社
・「ディジタル信号処理」貴家仁志，昭晃堂
・「高専学生のためのディジタル信号処理」酒井幸市，コロナ社
・「Ｃ言語によるディジタル信号処理入門」久保田一，大石邦夫，コロナ社

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
フリーソフト Scilab を利用する。

【成績評価方法】
［後期］中間試験：40%，期末試験：40%，レポート：20%

【本校の学習・教育目標】
◎ (C) 技術的課題解決のための専門分野の知識を身につける．

【JABEE 評価】
(d) 該当する分野の専門技術に関する知識とそれらを問題解決に応用できる能力 ( 分野別要件 )
工学 ( 複合融合・新領域 ) 分野の分野別基準

(2-a) 専門工学 ( 工学 ( 融合複合・新領域 ) における専門工学の内容は申請大学が規定するものとする ) の知識と能
力
(2-c) 工学の基礎的な知識・技術を統合し，創造性を発揮して課題を探求し，組み立て，解決する能力

【授業計画】（授業名：[ 信号処理 ]）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

第 1 回 ディジタル信号 標本化，量子化，標本化定理
第 2 回 信号処理の簡単な例 Scilab の利用法

信号波形とそのスペクトルの関係
第 3 回 フーリエ級数 直交関数系，フーリエ級数展開
第 4 回 信号波形の複素フーリエ級数 レポート
第 5 回 離散フーリエ変換 離散フーリエ変換（ＤＦＴ）の特徴
第 6 回 ＤＦＴプログラム作成
第 7 回 演習 レポート
第 8 回 高速フーリエ変換 高速フーリエ変換（ＦＦＴ）の原理

バタフライ演算，シャフリング
第 9 回 ＦＦＴプログラム作成
第 10 回 線形システム 線形システムとインパルス応答

たたみ込み
第 11 回 伝達関数

ｚ変換
レポート

第 12 回 ディジタルフィルタ 差分方程式による表現
ブロック図による表現

第 13 回 フィルタの例
第 14 回 フィルタの設計 レポート
第 15 回 総合演習
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